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 テルスターフロアブル 
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事故発生時の応急措置 

①車を安全な場所に移動する。（人家や人ごみを避け、できるだけ交通の障害にならないような 

 場所に移動し、エンジンを停止し、車止めをする。） 

②事故の発生を大声で告げ、下記事項を消防署及び警察署に通報し、人を風上に避難させる。 

③保護具を着用し、漏れ止め・回収を行う。 

 

緊急通報（ＴＥＬ） 

 １１９ （消防署）  １１０ （警察署） 

 

「緊急通報例」 

１．い   つ  何時 何分頃 

２．ど こ で  市 地区（国・県・市）道 号線 付近で 

３．な に が  「テルスターフロアブル（毒物及び劇物取締法 劇物）」が 

４．ど う し た  漏れています。 

５．ケ ガ 人 は  ケガ人がいます（救急車をお願いします）。 ケガ人はいません。 

６．私の名前は  ○○運送会社 ○○です。 

 

緊急連絡 

 

荷送会社 石原産業株式会社四日市工場     

住  所 三重県四日市市石原町１番地     

電  話 平日・昼間 059-345-6165        

     休日・夜間 059-345-6165             



 

 

品名 

 

 

 テルスターフロアブル 

 

災 害 拡 大 防 止 処 置 

 

 

漏洩・飛散したとき 

 

① 風下の人を退避させ、周囲にロ－プを張り、関係者以外は、立入を禁止すると共に、 

  オガクズ、土砂等のような適当吸収材で直ちに吸収させて、密閉できる空容器に回収する。 

② 公共の水路，水源等に流出した時は、警察，水質関係官庁へ知らせる。 

 

 

周辺火災の時 

 

① 容器を安全な場所へ移動する。 

② 移動不可能な場合は、容器及び周囲に散水する。 

 

 

引火・発火したとき 

 

①  火元への燃焼源を絶ち、消火剤（粉末・炭酸ガス・泡）を使用して風上から消火する。 

  容器が加熱されている場合は、爆発防止のために、散水して容器を冷却する。 

 

 

救急措置 

 

① 皮膚に付着した場合は、石けんを使用してよく落とす。 

② 目に入った場合は、清浄な水で最低１５分間眼を洗浄したのち、直ちに眼科医の手当てを 

  受けること。洗顔の際は、まぶたを指でよく開いて、眼球、まぶたのすみずみまで水が 

  行き渡るように洗浄する。 

③ 大量に吸入した場合は、新鮮な場所に移し、安静、保温する。必要な場合は医師の診断を 

  受ける。 

 

 

                                      

特記事項 

 

 

 

 

 



 

テルスターフロアブル 

 

 

別 名  ビフェントリン水和剤 

化学名  2-ﾒﾁﾙﾋﾞﾌｪﾆﾙ-3-ｲﾙﾒﾁﾙ=(Z)-(1RS,3RS)-3-(2-ｸﾛﾛ-3,3,3-ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾊﾟ-1-ｴﾆﾙ)-2,2- 

     ｼﾞﾒﾁﾙｼｸﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾙﾎﾞｷｼﾗｰﾄ 

濃 度  ７．２％ 

劇 物 

性 状  類白色水和性粘稠懸濁液体 

     比重 ０．９３～１．１３ 
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風下の人を退避させ、周囲にロ－プを張り、関係者以外は、立入を禁止すると共に、 

オガクズ、土砂等のような適当吸収材で直ちに吸収させて、密閉できる空容器に回収 

する。 

公共の水路，水源等に流出した時は、警察，水質関係官庁へ知らせる。 

作業の際には必ず保護具を着用する。風下では作業をしない。 

 

出

火

時 

（周辺火災の場合）容器を安全な場所へ移動する。 

          移動不可能な場合は、容器及び周囲に散水する。 

（着火した場合） 火元への燃焼源を絶ち、消火剤（粉末・炭酸ガス・泡）を使用 

         して風上から消火する。容器が加熱されている場合は、爆発防止 

          のために、散水して容器を冷却する。 

（消火剤）    粉末、炭酸ガス、泡 
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時 

急と 

性刺 

中劇 

毒性 

（吸入した場合）   

（皮膚に触れた場合）皮膚刺激性無し 

（眼に入った場合） 軽度の眼刺激性有り 

 

救 

急 

方 

法 

 

（吸入した場合）  新鮮な場所に移し、安静、保温する。必要な場合は 

          医師の診断を受ける。 

（皮膚に触れた場合）石けんを使ってよく落とす。 

（眼に入った場合） 清浄な水で最低１５分間眼を洗浄したのち、直ちに 

         眼科医の手当てを受けること。洗顔の際は、まぶた 

         を指でよく開いて、眼球、まぶたのすみずみまで水が 

          行き渡るように洗浄する。 

保

護

具 

 

呼吸保護具：防塵マスク 

眼と顔面の保護具：保護眼鏡 

皮膚の保護：ゴム手袋、保護衣 

 

 


